
ＪＡ茨木市 営農経済部 指導課 

 
 
 

 

最近はより安全で安心な作物を栽培するよう求める声が増えてお

り、衛生管理や農薬の適正使用、生産履歴の記帳・提出などについ

ても今まで以上に正確に取り組む必要があります。 

生産者の皆様においては日頃より十分に注意していただいている

ところですが、確認の意味も含め今一度見直しておきましょう。 

 

１．農薬の適正使用 

以前から使用している農薬でも、登録内容が変更されてい

る場合があります。農薬を使用する前に、①登録の有無、②

希釈倍率、③使用回数、④収穫前日数のいずれも正しいか必

ず確認してください。また、実際に散布する際には、右図の

ように農薬がドリフト（飛散）しないように注意し、使用し

た器具はしっかり洗浄しましょう。 

 

２．衛生管理 

作業に使う器具は清潔ですか？収穫用のハサミやカゴを洗わずに使用していると、農産物

が汚れてしまったり病原菌が付着したりするリスクが上がります。また、畑や作業場が汚れ

ていると異物混入や衛生害虫等が侵入する可能性もあるので、こまめな清掃・洗浄を心がけ

ましょう。 

 

３．生産履歴の記帳 

農産物を出荷する場合、生産履歴の提出が必須です。栽培

期間中に農薬をいつ散布したかだけでなく、播種日や定植日

に加えて収穫日なども明確に記入する必要があります。生産

履歴には、発行された時点で使用できる農薬があらかじめ印

字されているので参考にしてください。 
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当ＪＡでは、組合員を対象に無料で土壌分析を実施しております。 

化学肥料原料の価格上昇により肥料が高騰している中で、化学肥料低

減に向けた取組の一つとして土壌分析による施肥設計は有効ですので、

この機会にぜひご活用ください。 

 

○分析項目・・・土壌ｐＨ、ＥＣ（塩類濃度）、腐植、リン酸、加里、苦土、石灰、 

        アンモニア態窒素、硝酸態窒素 

○所要期間・・・土を採取してから結果が出るまで１か月程度かかります。 

ご依頼、ご質問は営農経済センター（℡：641-9050）までお問い合わせください。 

 

 

 

 

たまねぎの追肥はお済みでしょうか？肥料の遅効きは球の

肥大が遅れる原因になるほか、貯蔵性にも影響してくるため注

意しましょう。 

早生種は３月上旬、中晩生種は３月下旬に最終の追肥を行い、

以降は控えてください。 

 

 

 法 律 相 談 

隔月第２木曜日 

税 務 相 談 

隔月第４金曜日 

住宅ローン・資産相談 

毎月第３土曜日 

介 護 相 談 

随 時 受 付 

２月 ― 確定申告相談 １８日  

３月 ９日 ― １８日 

４月 ― ２８日 １５日 

  

※コロナウイルス感染拡大防止のため、各種相談会を中止する場合がありますのでご了承ください。 

 

ご 利 用 下 さ い 

【テレフォンサービス】青果物の市況をお知らせします。 ℡ ６４１－９１５０ 

【営農１１０番】栽培方法等ご相談ください。      ℡ ６４１－９０５０ 

【実施場所】 

ＪＡ茨木市 

各支店 

【実施場所】 農協会館（ＪＡ茨木市 本店）３階 小会議室 

【受付時間】 午後１時～午後４時 

定員は３名ですので、事前にお問合せください。 

（無料でご相談いただけます） ふれあい・福祉課 TEL：627-7768 

 

介護に関する 

無料相談受付 

まずはお気軽に

お問い合わせ下

さい。 

介護支援センター 

TEL：627-7767 

 

 
 

 

 
 


